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Ⅰ 令和４年度当初予算の規模 

 

 

 

 

 
 

○ 予算の規模                               （単位：億円、％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

○ 当初予算の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度当初予算（案）【別冊】 

●一般会計は融資実績の状況を踏まえ、融資目標額を 5,000 億円(R3:8,000 億円)としたこと
等による中小企業制度資金貸付金の減(△3,305 億円)等により、前年度から 3,471 億円の減 

●新型コロナ関連交付金事業や社会保障関係経費の増がある一方、人件費の減や県政改革方針
に基づく投資的経費の減等により、貸付金を除いた場合も前年度から 166 億円の減 
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Ⅱ 一般会計予算の概要 

１ 歳入・歳出の内訳 
 

  ○ 歳入の内訳                          (単位：百万円、％) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 歳出の内訳                          (単位：百万円、％) 
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２ 歳入の概要 
（１）県税等  ８，７３５億円（対前年度比：＋１，０８８億円、＋１４．２％） 

 

 

 

 

 

○ 県税収入の内訳                       （単位：百万円、％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○ 県税収入の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●個人関係税：2,227 億円(＋136 億円) [消費の回復や株式取引額増に伴う増] 
●法人関係税：1,691 億円(＋346 億円) [企業業績の回復に伴う増] 
●特別法人事業譲与税：947 億円(＋348 億円) [企業業績の回復に伴う増] 
●地方消費税：2,547 億円(＋234 億円) [輸入額増に伴う増] 
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（２）地方交付税等 ３，８６６億円（対前年度比：△９２８億円、△１９．４％） 
 

 

 

 

 
 
○ 地方交付税等の内訳                       (単位：百万円、％) 

 

 

 

 

 
 
 
  
     ※国の令和３年度補正予算に係る財政措置(再算定)を含む(49,358 百万円) 
 

○ 地方交付税等の算定（試算）                 (単位：百万円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 地方交付税等の推移 

 

●基準財政需要額：9,502 億円(△86 億円) 
  [給与改定に伴う給与関係費の減、公債費･事業費補正の減等] 
●基準財政収入額：5,680 億円(＋842 億円)[法人関係税の増等による増] 
●臨時財政対策債：456 億円(△1,087 億円)[地方財政計画上の財源不足額縮小に伴う減] 

(※) 
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（３）国庫支出金 ２,５５３億円（対前年度比：＋３５５億円、＋１６．２％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 国庫支出金の内訳                      (単位：百万円、％) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症緊急包括支援交付金：638 億円(＋344 億円) 
  [入院医療提供・自宅療養者等への体制強化、検査体制整備促進等による増] 
●新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対応地方創生臨時交付金：143 億円(＋19 億円) 
 [コロナ禍の影響を受けている地域経済や県民の暮らし支援強化等による増] 
●社会的養護従事者処遇改善事業補助金：64 億円(皆増) 

[国経済対策(R3.11.19 閣議決定)で実施することとされた看護、介護人材等の処
遇改善の実施に伴う増] 

●衆議院議員通常選挙事務費：皆減(△27 億円) 
  [令和３年度の衆議院議員通常選挙実施に伴う事務費の皆減] 
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（４）県債（臨時財政対策債を除く） １，０５９億円 

                                （対前年度比：△２２４億円、△１７．５％） 
 

 

 

 

 
 
 
 

○ 県債の発行状況                       (単位：百万円、％) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
     

○ 県債発行額の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

※  通常債等には、臨時・特別分、調整債、特別減収対策債を含む 
 

●通常分：923 億円(△54 億円) [事業進捗等に伴う緊急防災・減災事業債の減等] 
●臨時・特別分：55 億円(△56 億円) [県政改革方針に基づく見直しに伴う減] 
●特別減収対策債：皆減(△146 億円) [R3 年度までの措置のため皆減] 

※ H6～R2：決算、R3：当初予算・年間見込、R4：当初予算 
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（発行計画） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
     
  

 

 

 

 

●年間発行予定額(全会計):3,093 億円(△1,883 億円) 
 ※借換債(1,235 億円)を含む 

（借換債発行計画） (単位：百万円、％)

金額 借換率
一般会計 10年債 平成24年度 74,210 54,275 73.1

平成19年度 47,377 23,808 50.3
平成14年度 69,252 32,782 47.3
平成4年度 15,000 0 0.0

計 205,839 110,865 53.9
７年債 平成７年度 22,000 6,591 30.0

計 22,000 6,591 30.0
計 227,839 117,456 51.6

特別会計 10年債 平成24年度 2,848 1,907 67.0
平成14年度 167 76 45.5

計 3,015 1,983 65.8
計 3,015 1,983 65.8

230,854 119,439 51.7
企業会計 10年債等 9,237 4,106 44.5

240,091 123,545 51.5

小　　　　計

合　　　　計

会計 年限 当初発行時期 満期到来額
借換債発行額
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（５）基金残高の推移 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

※1 借換債平準化対策 
平成 23～25 年度に借換債を追加発行することで留保した基金（1,630 億円）を活用し、平成 26 年度の

借換債発行額を縮減（4,389 億円→2,759 億円）する対策 
※2  平成 24 年度から 25 年度の［   ］書きは、平準化対策分を除いた金額 

 

＜基金残高の内訳＞                 (単位：百万円、％) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●県債管理基金：5,977 億円(△130 億円) 
[R3 普通交付税算定に伴い生じた後年度での精算(R4～R6)に対応するため、R3
年度中に当該目的で積立てた額(435 億円)の R4 年度分の取り崩し等による減] 

●財政基金：33 億円(＋200 万円 ※運用利子相当分) 
  [積み増しは、決算時に剰余金等が生じた場合に検討] 

※県債管理基金残高における R2→R3の主な増要因 
地方交付税追加交付(臨財債償還基金費)(425)、税収増によるR3交
付税の精算対応(435)、積立不足の解消に向けた残高回復(340)等 
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（６）使用料・手数料の新設・見直し等 
 

① 使用料・手数料等の新設 

区 分 内 容 

広域防災センター研修

宿泊施設使用料 

広域防災センター研修宿泊施設の設置に伴い、使用料を設定 

区 分 研修利用 一般利用 

使用料 3,000 円 6,000 円 
 

嬉野台生涯教育セン

ター青少年宿泊研修

棟冷暖房使用料 

 青少年宿泊研修棟の冷暖房設備設置に伴い、冷暖房使用料を設定 

区 分 9～12 時 13～17 時 18～21 時 9～17 時 

使用料 200 円 300 円 200 円 600 円 

 

区 分 13～21 時 9～21 時 １泊 

使用料 600 円 900 円 1,300 円 
 

工業技術センター 

機械器具使用料 

機械器具の新設に伴い、使用料を設定 

区 分 料 金 

高分子材料分析ｼｽﾃﾑ(ｹﾞﾙ浸透ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌを使用) 5,000 円/時間 

高分子材料分析ｼｽﾃﾑ(その他のもの) 2,500 円/時間 

ムーニー粘度計 600 円/時間 
 

畜舎等の建築等及び

利用の特例に関する

法律の制定に伴う手

数料 

畜舎等の建築等及び利用の特例に関する法律の制定に伴い畜舎建築利用計画の

認定申請手数料を設定 

区 分 面積区分 料 金 

特例認定審査申

請手数料 

3,000 ㎡以下 6,300 円 

3,000 ㎡超 7,700 円 

技術審査申請手

数料 

3,000 ㎡超 10,000 ㎡以内 221,000 円 

10,000 ㎡超 50,000 ㎡以内 338,000 円 

50,000 ㎡超 609,000 円 
 

港湾施設使用料 

(起重機使用料) 

東播磨港におけるクローラークレーンの新設に伴い、使用料を設定 

区 分 料 金 

クローラークレーン使用料 10,000 円/時間 
 

マンション管理計画

認定申請手数料 

マンションの管理の適正化の推進に関する法律の改正により創設され

たマンション管理計画の認定申請に関する手数料を設定 

区 分 
長期修繕計画等の数 

１つ目 ２つ目以降 

新規認定 

(更新含む) 

事前確認活用あり 8,500 円 4,600 円 

事前確認活用なし 30,000 円 17,000 円 

変更認定 長期修繕計画 10,000 円 長期修繕計画 

5,500 円 

管理規約 

4,500 円 

管理規約 8,400 円 

長期修繕計画＋管理規約 18,000 円 

その他(軽易な変更) 1,000 円 
 

道路交通法改正に 

伴う手数料 

道路交通法の改正に伴い、運転技能検査手数料等を設定 

区 分 料 金 

運転技能検査手数料 3,550 円 

若年運転者講習手数料 2,250 円/時間 
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区 分 内 容 

弓道場付帯施設 

使用料 

 県立弓道場付帯施設整備に伴い、使用料を設定 

区 分 料 金 

会議室 9 時～12 時 13 時～17 時 9 時～17 時 

4,700 円 6,300 円 11,000 円 

更衣室 １人１回につき 100 円 

シャワー １回(５分)につき 100 円 
持ち込み電気器
具用コンセント 

１キロワットにつき 250 円 
 

建築計画概要書等の写

しの交付に係る手数料 

建築計画概要書等の写しの交付に係る手数料を新設 

手数料額：400 円/件 

 

② 既存の使用料・手数料の見直し等 

区 分 内 容 

県立総合衛生学院授

業料等 

他府県の公立専修学校との均衡等を踏まえた授業料・入学料・入学

考査料に見直し 

 

栄養士免許手数料等 

手数料徴収における運用を明確化するため名称を変更 

変更前 変更後 

栄養士免許手数料 栄養士免許申請手数料 

家畜商免許手数料 家畜商免許申請手数料 
 

道路交通法改正に伴

う手数料 

道路交通法の改正に伴い、高齢者講習手数料等を改正 

区 分 現 行 改定後 

認知機能検査手

数料 
750 円 1,050 円 

認知機能検査員

講習手数料(※) 

1,400 円 

(800 円) 

1,450 円 

(1,200 円) 

高齢者講習手

数料 

年齢及び認知機能検

査の結果(１～３分

類)による講習区分

に応じた手数料 

2,250 円～7,950 円 

左記区分を一元化し、免許種別

や新設の運転技能検査受検の有

無等に応じた区分の設定 

区 分 料 金 
普通対応免許保有者（運転
技能検査受験者を除く） 6,450 円 

普通対応免許非保有者及
び運転技能検査対象者 

2,900 円 
 

※下段は自動車安全運転センターが行う研修等を受けた者に対する手数料 

手数料標準政令改
正に伴う手数料の
改定 

 地方公共団体の手数料の標準に関する政令の改正に伴い、該当手数料を改正 

区 分 料 金 

行政書士試験手数料等 22 件 10,400 円等 
 

授業料 入学料 入学 授業料 入学料 入学 授業料 入学料 入学

[月額] （県外） 考査料 [月額] （県外） 考査料 [月額] （県外） 考査料

118,800 118,800 118,800

[9,900] [9,900] [9,900]

150,000 16,000 93,000 16,000 207,000 17,000

[12,500] (24,000) [7,750] (24,000) [17,250] (26,000)

2,200

5,800

5,650

改正後

2,200

13,000

2,200

4,400

現　行 5,650 5,650

(単位：円)

助産学科 看護学科 歯科衛生学科
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３ 歳出の概要 
（１）人件費  ４,５２１億円（対前年度比：△７９億円、△１．７％） 

 

 

 

 
 

○ 人件費の内訳                           (単位：百万円、％) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○ 職員定数                             (単位：人) 

区  分 
H30.4.1 

① 

R3.4.1 
現在 
② 

R4.4.1  
見込 
③ 

対H30.4.1 
④(③－①) 

対 R3.4.1 
⑤(③－②) 

一 般 行 政 部 門 職 員 5,795 5,842 5,862 ＋67 ＋ 20 

 
法 令 配 置 職 員 125 165 177 ＋52 ＋12 
上 記 を 除 く 職 員 5,670 5,677 5,685 ＋15 ＋ 8 

教育部門 
法 定 教 職 員 32,443 31,942 31,995 △448 +53 
県 単 独 教 職 員 547 547 547 0 0 
事 務 局 職 員 414 426 415 ＋ 1 △11 

警察部門 
警 察 官 11,763 11,728 11,763 0 ＋ 35 
警 察 事 務 職 員 736 736 736 0 0 

※１ 法令等により配置基準が定められている児童福祉司・児童心理司の増 
※２ 感染症対策の体制強化を図るため保健師の増 
※３ 小学校３年生における 35 人学級の実施及び特別支援学校の児童・生徒数の増による教職員の増等  
 

○ 給与 
ア 特別職 

知事及び副知事については給与の特例に関する条例、その他の特別職については県政改革 
    方針に基づく給与抑制措置を実施 

区   分 給料 期末手当 退職手当 

知  事 △30％(△6%) △30％(△5%) △50％(△5%) 

副 知 事 △15％(△4%) △15％(△3%) △25％(△5%) 

教育長等 △ 3％ △ 2％ － 

防災監等 △ 2％ △ 1％ － 
 

   イ 一般職 
管理職について、給与抑制措置(管理職手当△12％)を引き続き実施 

●職員給等：4,177 億円(△43 億円) 
[令和３年度の給与改定(期末手当△0.15 月)や、退職新陳による減] 

●退職手当：344 億円(△36 億円) [退職見込者数の減(△152 人)] 

※1 

※2 

※括弧書きは、 
 県政改革方針 

に基づく抑制 
措置(内数) 

※3 

令和４年度
Ａ

令和３年度
Ｂ

増減
Ａ－Ｂ Ａ／Ｂ

417,689 421,998 △ 4,309 99.0
給 料 207,821 208,413 △ 592 99.7
扶 養 手 当 5,431 5,413 18 100.3
地 域 手 当 15,856 15,848 8 100.1
期 末 手 当 47,228 50,140 △ 2,912 94.2
勤 勉 手 当 36,042 36,404 △ 362 99.0
共 済 費 70,934 71,466 △ 532 99.3
そ の 他 34,377 34,314 63 100.2

34,373 37,963 △ 3,590 90.5
452,062 459,961 △ 7,899 98.3合　　計

区　　分

職 員 給 等

退 職 手 当
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（２）行政経費 １兆２，５１４億円（対前年度比：△２，９５０億円、△１９．１％） 

                        

 

 

 
 
 
 

 
(単位：百万円、％) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※国民健康保険特別会計への繰出金のうち社会保障関係費を含む 
 
 
 
 
 
 

●社会保障関係費：3,611 億円(＋140 億円) 
[看護、介護人材等の処遇改善の実施等による増等] 

●中小企業制度資金貸付金：6,244 億円(△3,305 億円) [融資目標 8,000 億円→5,000 億円] 
●新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症緊急包括支援交付金事業：638 億円(＋344 億円) 

[入院医療提供・自宅療養者等への体制強化、検査体制整備促進等による増] 
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（３）投資的経費  １，８１１億円（対前年度比：△１４0 億円、△７．２％） 
 

 

 

 

 

 
 
 
   

○ 投資的経費の内訳                      (単位：百万円、％) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●普通建設事業費：1,708 億円(△142 億円) 
[県政改革方針により、国庫補助事業、県単独事業について地方財政計画の水準を 
基本とした事業量の設定、また、令和４年度地財伸びの反映による減] 

[県単独事業のうち通常事業について、県民ニーズの高い土木施設の日常的な維持 
 修繕を充実させるため、一定整備の進捗が図られた緊急防災･減災事業等からの 
 振替を実施したことによる増] 
●災害復旧事業費：103 億円(＋2 億円) 
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（４）公債費  ２，６８５億円（対前年度比：△４５０億円、△１４．３％） 

 

 

 

 
 

   ○ 公債費当初予算の推移                     (単位：億円) 

 

 
 
   
    (参考)R4 震災関連公債費：362 億円 
     

 

 

○ 県債残高(※)の推移   ※今後金融機関等に実際に償還すべき残高 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

(参考)地方財政調査方式(※)に基づく県債残高の推移          (単位：億円) 

 

 

 

    ・R4 震災関連県債残高：2,158 億円(普通会計ベース) 
 

※満期一括で償還する県債について、満期までの各年度の償還相当額を県債管
理基金に積み立て、その積立額を公債費として取り扱うことで、県債残高か
ら控除したもの 

 
 

県債管理基金を活用した県債残高縮減対策(繰上償還)の取り止め等により、前年度
を 450 億円下回る 2,685 億円を計上 

実質的な 
県債残高 

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3
A

R4
B B/A

2,835 2,870 2,933 2,726 2,697 2,635 2,656 3,018 3,135 2,685 85.7

H７ H８ H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

15,870 18,183 39,086 39,825 40,442 40,682 41,391 41,340 41,375 41,249 41,192 41,163 40,243



15 

 

（５）その他経費  ２,３０2 億円（対前年度比：＋１４8 億円、＋６．９％） 
 

 

 

 

 

 

 

○ その他経費の内訳                      (単位：百万円、％) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

●税交付金・還付金：1,794 億円(＋176 億円)[地方消費税交付金の増(＋113 億円)等] 
●基金積立金：66 億円(＋9 億円) 

[勤労者福祉基金積立金の増(＋13 億円)、市町財政等調整基金積立金の減(△３億円)等] 
●繰出金：442 億円(△37 億円) 

[基金管理特別会計繰出金の減(△25 億円)、流域下水道事業会計繰出金の減(△６億円)
等] 
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（参考）歳出予算の内訳（性質別）                 

  (単位：百万円、％) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）歳出予算の内訳（目的別）                  

 (単位：百万円、％) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予算額 Ａ 構成比 予算額 Ａ 構成比
１ 2,542 0.1 2,557 0.1 99.4
２ 237,698 10.0 236,456 8.6 100.5
３ 360,684 15.1 343,090 12.6 105.1
４ 137,953 5.8 95,768 3.5 144.0
５ 6,683 0.3 8,104 0.3 82.5
６ 78,719 3.3 84,751 3.1 92.9
７ 644,552 27.1 980,224 35.9 65.8
８ 133,542 5.6 146,432 5.4 91.2

９ 136,276 5.7 139,268 5.1 97.9
10 365,425 15.3 369,687 13.5 98.8
11 10,235 0.4 10,098 0.4 101.4
12 268,496 11.3 313,472 11.5 85.7
13 500 0.0 500 0.0 100.0

2,383,305 100.0 2,730,407 100.0 87.3

議 会 費

合　　　　　　計

総 務 費
民 生 費

衛 生 費
労 働 費

警 察 費
土 木 費
商 工 費
農 林 水 産 費

予 備 費
公 債 費

災 害 復 旧 費
教 育 費

令和４年度 令和３年度 Ａ／Ｂ区　　　　　　分
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Ⅲ 特別会計予算の概要              
            (単位：百万円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区　　　分 令和４年度
Ａ

令和３年度
Ｂ

増　減
Ａ－Ｂ

県 有 環 境 林 等 7,286 7,158 128 公債費繰出 ＋     125

港 湾 整 備 事 業 5,458 4,743 715 臨海土地造成整備事業費
公債費繰出

＋     827
△　     66

公 共 事 業 用 地
先 行 取 得 事 業 3,022 3,033 △ 11 公債費繰出 △       11

県 営 住 宅 事 業 31,014 29,498 1,516
県営住宅整備費
団地環境改善事業費（耐震化等）
公債費繰出

＋  1,545
＋     519
△     359

勤 労 者 総 合 福 祉
施 設 整 備 事 業 2,102 3,206 △ 1,104

CSR施設老朽化対策
丹波の森公苑運営費
県民交流広場運営費

△     704
△     115
△     243

庁 用 自 動 車 管 理 187 190 △ 3 庁用自動車運営費 △         3

公 債 費 547,793 619,976 △ 72,183
元金
基金積立金（満括）
利子

△68,449
△  1,491
△  1,771

自治振興助成事業 1,346 1,359 △ 13 生活排水補助・貸付 △       11

母 子 父 子 寡 婦
福 祉 資 金 319 319 0

小 規 模 企 業 者
等 振 興 資 金 2,925 3,258 △ 333

機構融資事業公債費
一般会計繰出
国庫支出金返納金

△     186
△       74
△       63

農 林 水 産 資 金 1,477 1,130 347
国庫支出金返納金
一般会計繰出
ひょうご農林機構事業資金利子補給費

＋     348
＋     174
△       84

基 金 管 理 5,903 8,819 △ 2,916
県債管理基金積立金
各基金積立
交付金

△     385
△  2,388
△     143

地 方 消 費 税 清 算 493,720 430,046 63,674 地方消費税清算金
一般会計繰出

＋40,259
＋23,415

国 民 健 康 保 険 491,846 491,978 △ 132
保険給付等交付金(普通交付金)
後期高齢者支援金
介護納付金

△  1,168
△  1,475
＋  2,099

合　　　計 1,594,398 1,604,713 △ 10,315

説　　　明
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Ⅳ 公営企業会計予算の概要 
 
                     (単位：百万円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

増　減
Ａ－Ｂ

病
院
局

病 院 事 業 192,031 189,626 2,405

・医業費用
・はりま姫路総合医療センター整備事業
・姫路循環器病センター特別償却費等
・がんセンター建替整備事業
・西宮総合医療センター(仮称)整備事業
・医療機器の更新整備

＋17,935
△25,450
＋　3,343
△　　 125
＋  3,219
＋  2,942

水道用水供給事業 19,514 23,525 △ 4,011

・広域水道建設費
  うち、三田西宮連絡管整備
・企業債償還金
・営業費用
・営業外費用

△  4,545
△  3,674
△     279
＋     447
＋     292

工 業 用 水 道 事 業 4,982 5,396 △ 414
・施設改良費
・営業費用
・営業外費用

△     630
＋     191
＋       40

水 源 開 発 事 業 33 79 △ 46 ・建設改良費 △       46

地 域 整 備 事 業 10,176 4,586 5,590 ・企業債償還金
・営業費用

＋  2,386
＋  2,694

企業資産運用事業 1,334 1,297 37 ・営業費用 ＋       32

地域創生整備事業 1,523 5,257 △ 3,734 ・ひょうご小野産業団地整備事業
・次世代産業団地整備事業

△  3,842
＋     104

計 37,562 40,140 △ 2,578

県
土 流 域 下 水 道 事 業 40,915 41,902 △ 987

・営業費用（処理場運営委託料等）
・営業外費用（支払利息等）
・建設改良費
・企業債償還金

△     327
△     193
△       74
△     393

270,508 271,668 △ 1,160

説　　　明

企
　
業
　
庁

合　　　計

区　　　分 令和４年度
Ａ

令和３年度
Ｂ


